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浮 の碑
浮間橋は、荒川放水路の開削で孤島のようになってしまった
浮間地区と赤羽北地区を結ぶため、昭和3年（1928）に陸軍近
衛工兵大隊によって架けられました。
　現在の橋は、昭和60年に架けられたものですが、橋の北詰
めに建つ「浮間橋の碑」には、こうした初代浮間橋の架設に至
る経緯が漢詩で刻まれています。

北区では、戦争中、
多くの斜面に防空壕が
造られました。戦後ほ
とんどが、埋め戻され
ましたが、東京北医療
センター（近衛工兵連
隊跡地）の南側斜面の
ものは、区民の皆様に
見ていただけるよう保
存され、公園の一部に
なっています。

赤羽八幡神社境内に
ある招魂社は、もとも
と、陸軍第一師団工兵
第一大隊の構内（現・
星美学園）にあったも
のです。終戦とともに
八幡神社に遷され、そ
の後、赤羽町域の戦没
者が合祀されて赤羽招
魂社となりました。

赤羽招魂社

陸軍第一師団工兵第一大隊

赤羽台桜並木公園内　赤羽台4-17

『工一記念帖』より

浮間橋の碑

防空壕の跡
浮間橋架設の様子（昭和3年頃）

軍用貨物引込線跡
　区内各地に点在する軍事施設へ物資を輸送するため、赤羽の
台地上には、旧国鉄の引込線が敷かれていました。
　赤羽緑道公園は、その引込線跡を整備したもので、公園内に
は、当時の様子を思い起こさせる様々な工夫が施されています。

平和の森
　戦後50年を契機に、世界
の恒久平和を願う区民の祈
りを込めて、平成11年3月
に建設したものです。シン
ボルとなっている柿の木は、
長崎に投下された原子爆弾
の爆心地から、わずか900
メートルの地点で生き残っ
た柿の木の二世です。

貨物列車が走っていた頃の引込線（戦後撮影）

旧神谷公園　神谷2-33-6

渡辺肇氏提供

シンボルツリーの柿の木

「大東亜戦争犠牲者慰霊記念碑」
旧神谷公園には、さきの戦争で亡くなられた方々の慰霊記念碑

があります。この場所には、昭和20年（1945）３月から８月にか
けて、神谷周辺で亡くなられた三百数十名の方が仮埋葬されてい
ました。

　昭和２４年
度に東京都
慰霊堂（墨田
区横網）へ改
葬されました
が、昭和５０
年７月に地元
町会の方々
の手により
慰霊碑が建
立されまし
た。

陸軍稲付射場跡
明治38年（1905）、現在の梅木小学校敷地付近一帯に、東

京砲兵工廠（後の造兵廠）の射場が設けられ、火薬の爆破実
験、銃砲の発射実験などが行われていました。
　現在、西が丘２丁目の道沿いに残る壁は、かつて、射撃場を
囲んでいた外壁の一部といわれています。

陸軍兵器補給廠跡
　現在、ハイパフォーマンススポーツセンターとなっている一
帯には、兵器の購入や保管、修理、支給などを行う陸軍兵器補
給廠が置かれていました。
　建物などは、すでに取り壊されてしまっていますが、公務員
宿舎西が丘住宅先広場の赤レンガは、かつて、同廠の建物に使
用されていたものを用いています。

陸軍稲付射場の外壁　西が丘2-5付近

陸軍兵器補給廠の建物（昭和38年頃）

しょう

平和祈念像

平和祈念像 北村西望氏
せいぼう

平和祈念像 関連コラム

長崎の「平和祈念像」がどうして北区に？
「平和祈念像」といえば、長崎市平和公園にある高さ
9.7メートルの像が有名ですが、北区の「北とぴあ」前にも、
高さ2.41メートルの「平和祈念像」が建立されています。
北区の像は、長崎の像と同じ原型をもとに初めて作られた
「分身」なのです。
　作者である彫刻家・北村西望氏（1884－1987）は、
大正5年（1916）から昭和28年（1953）までの間、北区
に在住し、西ケ原のアトリエを拠点に多くの作品を制作し
ました。昭和26年には、長崎市からの依頼で、「平和祈念
像」の原型の制作に着手しています。その後、昭和28年
になって、長崎の実物大である高さ9.7メートルの像を制
作するため、武蔵野市井の頭の新アトリエへと移ります。
長崎市にある「平和祈念像」の原型は、もともと北区で生
まれていたといえます。
　北村西望氏は、昭和62年に逝去されますが、北区にも
代表作のひとつである「平和祈念像」を設置することは生
前からの希望でした。その後、ご遺族や長崎市をはじめ多
くの方々のご理解とご協力により、平成2年9月、「北と
ぴあ」の完成とともに、北区版の「平和祈念像」が建立さ
れたのです。

　平和を願う区民のシンボルとして、平成2年9月
に建立したものです。この像は、長崎市平和公園
の「平和祈念像」の原型をもとに制作されました。

作者である、北区で最初の名誉区民で文
化勲章受賞者の彫刻家・北村西望氏の
ご遺志と、ご遺族、長崎市をはじめ、

関係各位のご理解、ご協力によ
り実現したもの
です。

　埼京線に架かる十条台橋から、池袋方向を見ると、線路の左
右にコンクリートの四角い橋台を見ることができます。かつて、
ここに、国鉄の線路の上を
陸軍のトロッコが渡るため
の橋がありました。今は、
その橋台だけが残されてい
ます。

十条台1-1-1附近

　豊島地域から延びた軍用
貨物線は、十条台の東京第
一陸軍造兵廠内に入り、そこ
から南の東京第一陸軍造兵
廠滝野川工場（現・滝野川3
丁目付近）の方へと続いて
いきます。
　この滝野川工場の入口付
近に置かれていた憲兵の詰
所が今でも残されています。
憲兵とは、軍の警察官のこ
とで、人や物資の動きが監
視されていました。

憲兵の詰所

軍用貨物線の橋台

憲兵の詰所　滝野川4-10先

平和の女神像

※現在と位置が違います。

　日本と中国の国交正常化
を契機に、人類の理想であ
る平和と幸福を願って、昭和
49年（1974）5月に建立さ
れました。
　作者は、 平和祈念像と
同様、北村西望氏です。
　なお、区民有志の方々を
中心とした「日中友好・世界
平和祈念『平和の女神像』
建立の会」をはじめ、関係各
位のご協力により実現した
ものです。

建立時の平和の女神像（昭和49年）

東京第一陸軍造兵廠本部事務所 関連コラム

昭和の生き証人
～中央公園文化センター～

　豊かな緑に包まれた中央公園には、一棟の白い建物“中
央公園文化センター”があります。この建物が見つめてきた
歴史は、まさに「激動の昭和」そのものでした。
　この建物は、昭和5年（1930）4月に、十条台一帯に広
がっていた兵器工場である陸軍造兵廠火工廠（後の東京第
一陸軍造兵廠）の本部事務所として建てられました。終戦
により、旧軍用地が占領軍に接収されると、この一帯は、ア
メリカ軍の施設として使用されることになり、この建物も、
アメリカ軍の保安司令部に始まり、技術情報センター、極
東地図局、野戦病院（キャンプ王子）など、昭和46年に日
本へ用地返還されるまで、さまざまな用途で使用されまし
た。
　返還後、この建物には大規模な改修工事が施され、現在
では、区民の生涯学習の場として、また、テレビドラマのロ
ケ地としても頻繁に利用されるなど、新たな歴史を刻んで
います。

陸軍造兵廠
火工廠本部
（昭和初期）

キャンプ王子
（昭和46年頃）

中央公園文化セン
ター東側に保存さ
れている東京砲兵
工廠のボイラーと
耐震煙突の一部

須賀線跡

軍用貨物線の姥ケ橋トンネル跡

東京第一陸軍造兵廠旧275号棟 関連コラム

生まれ変わった赤レンガ倉庫

赤レンガの刻印

　北区にあった軍事施設には、区内で焼かれたレンガが一
部使用されていました。このことは、レンガに押された刻
印から分かります。右下の写真は、旧275号棟に使われて
いるレンガの一部ですが、ここに刻まれている「チニ」は、
堀船地域にも工場を持っていた千葉煉瓦工場で焼かれたこ
とを示しています。明治以降、それまで瓦を焼いていた職
人がレンガの生産を始めたといわれています。
　しかし、関東大震災をきっかけに、より頑丈なコンクリ
ート建築が普及し、レンガ造りの建物は少なくなっていき
ました。さらに戦後になると、レンガ造りの建物は、老朽
化により次々と取り壊されていきます。
　そうした中で、文化財としての価値が
見直され、旧275号棟（通称赤レンガ倉
庫）は、中央図書館（平成20年完成）
の一部として保存・活用されました。軍
事施設が文化施設に生まれ変わり、レン
ガたちも第二の人生を歩むことになった
のです。

　豊島地域には、点在し
ていた民間および軍の工
場を結ぶため、王子駅の
北側から分岐する旧国鉄
の貨物専用の引込線が敷
かれ、須賀線と呼ばれて
いました。すでに、線路
などはありませんが、王
子4丁目交差点から延び
る「紀州通り」は、この
須賀線の跡なのです。

須賀線を走っていた電気機関車
石井平八氏提供

上十条4-21-6付近

　かつて、姥ケ橋交差点の地下にはトンネ
ルがあり、板橋の東京第二陸軍造兵廠と、
西が丘の陸軍兵器補給廠の間を結ぶトロッ
コが走っていました。そのトンネルは、戦後
もしばらく残っていましたが、防犯上の問
題によりふさがれました。

豊島ドック跡

東京第一陸軍造兵廠

戦後に撮影された豊島ドック（昭和30年頃）
笹目孝蔵氏提供

東京第一陸軍造兵廠跡（昭和35年頃） 

　明治38年（1905）、小石川にあった東京砲兵工廠銃包製造
所が下十条（現・十条台1丁目）に用地を得て、小銃や機関銃に
用いる弾薬や薬莢、火薬類の製造を始めました。その後、昭和
15年（1940）に東京第一陸軍造兵廠と改称されます。
この周辺には史跡も多く、変圧所
として建てられた254号棟の一部
や弾丸を製造していた275号棟
工場を囲んでいた外壁の一部

などを、現在でも確認することがで
きます。 昭和初期の造兵廠

　豊島ドックは、東京第二陸軍造兵廠王子工場（現・王子６丁
目付近）から石神井川を経て隅田川へと通じていた物資輸送用
の運河のことです。
　現在では、埋め立
てられて公園になっ
ていますが、敷地を
掘り返せば、今でも
ドックを形作ってい
た石組みが確認でき
るといわれていま
す。

軍用貨物線跨線橋跡
　北区の豊島地域や十条
地域など、この一帯に設
けられた多くの軍の工場
を結ぶため、小型列車が
走る専用軌道が敷設され
ていました。
　南橋下の児童遊園には、
この専用軌道のために設
けられたトンネルの枠石
が残されています。 枠石に付けられた東京砲兵工廠の印

しょう
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©写真 千葉浩志

平和祈念像　北村西望作

8-3-027

※平成18年8月の発行以来、皆さまからお寄せいただいた
　情報をもとに、内容の一部に修正を加えています。

　かつて、北区域には多くの軍事施設がありました。その面積
を合計すると区の面積の約10％にもあたり、この割合は23区
で最も高いものとなっています。
　こうした施設の敷地を示す軍用地の標石は、現在でも区内各
所で確認することができます。

区内に残る軍用地の標石

　梅木小学校正門脇
「陸軍用地」西が丘2-21先

「陸軍用地」滝野川2-32先
滝野川三丁目公園
「陸軍用地」滝野川3-53

「海軍用地」西ケ原4-40・42付近

　西ケ原には、下瀬火薬製造
所など、海軍の施設がありま
した。西ケ原4-40から42に
かけての道沿いには「海軍用
地」 標石のほかにも、いく
つかの標石が残っています。

滝野川地区滝野川地区

本町三丁目アパート南側擁壁付近
「陸軍用地」王子本町3-2都営王子

　区内に陸軍の工場があったことを知る方は多くても、海
軍の工場があったことを知る方は少ないのではないでしょ
うか？
　海軍の火薬工場“海軍下瀬火薬製造所”が、西ケ原（旧東
京外国語大学西ケ原キャンパス付近）にあったのです。こ
の工場では、海軍技師の下瀬雅允が発明した「下瀬火薬」
を生産していました。現在、西ケ原に「下瀬坂」という地
名が残っているのは、そのなごりなのです。
　下瀬火薬は、日露戦争時、多くの海軍兵器に使用され、
小説家の司馬遼太郎氏（1923－1996）は、その代表作
のひとつ『坂の上の雲』（文藝春秋社）で、この火薬の威力
を「すさまじい爆発力は従来の火薬の概念をはるかにこえ
たものであった」と述べ、「物
の量からみればこの戦争は、
日本にとって勝ち目がほとん
どなかったが、わずかに有利
な点は下瀬火薬にかかってい
たといえるであろう。」と書
き記しています。

しも せ まさ ちか

下瀬坂と『坂の上の雲』

下瀬坂　西ケ原4-51沿い

読んでみませんか？
北区戦後周年誌を

お読みいただけます。
北区公式ウェブサイトにて
60年誌、70年誌及び80年誌は

北区では平和祈念事業の一環として、区内に残る戦中・戦
後の記憶を語り継ぎ、平和について考える機会としていただ
くため、10年ごとに周年誌を発行しています。

北区公式
ウェブサイト
北区公式
ウェブサイト

本町三丁目アパート南側擁壁付近

令和8年（2026）8月　第8版

下瀬坂 関連コラム

東京都北区

北区
平和マップ

平和の女神像 北村西望作

赤羽地区

王子地区



平和散策 王子・十条コース（所用時間約70分）平和散策 王子・十条コース（所用時間約70分）

掲載の地図は、デザインの都合により省略している部分があります。

西ケ原4-42付近
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西が丘3-3-3、公務員宿舎西が丘住宅先

浮間1-1、浮間橋北詰め 赤羽台4-1-6、赤羽八幡神社境内

赤羽台3-18-33、赤羽緑道公園内 神谷2-33-6、旧神谷公園 赤羽台5-2-34、赤羽自然観察公園内

王子1-11-1、北とぴあ前

王子6-3-45、豊島公園内

十条台1-2-5、中央図書館 十条台1-5-70、自衛隊十条駐屯地敷地内

王子1-1-3、飛鳥山公園内

十条台1-2-1、中央公園文化センター 十条台1-9-33 岸町2-1-11先、ちんちん山児童園内

平和祈念像豊島ドック跡

赤羽招魂社 軍用貨物引込線跡浮間橋の碑
慰霊記念碑」
「大東亜戦争犠牲者 平和の森

軍用貨物線跨線橋跡

平和の女神像東京第一陸軍造兵廠旧275号棟 東京第一陸軍造兵廠旧254号棟

東京第一陸軍造兵廠本部事務所

東京第一陸軍造兵廠外壁

陸軍兵器補給廠跡
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ここに掲げる戦災樹木とは、空襲を受けた地域に現存する樹木のうち、その
被災が記録され、あるいは語り継がれ、損傷の痕跡が確認できるものを指しま
す。その中でも、公園や神社など、容易に観察できる３ヶ所を示すことにしま
した。いずれも、被災日時は、昭和20年（1945）4月13日夜から翌日です。

場　　　所
名主の滝公園
王子神社
上田端八幡神社

イチョウ 王子本町1-1-12
田端4-18-1

樹　　　種
ケヤキ・スダジイ

イチョウ・ケヤキ

岸町1-15-25
所　在　地

Ⓐ名主の滝公園　ケヤキ Ⓑ王子神社　イチョウ Ⓒ上田端八幡神社　イチョウ

戦災樹木
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北区平和マップ

下瀬坂

浮間橋の碑

防空壕の跡
赤羽招魂神社

軍用貨物引込線跡

「大東亜戦争犠牲者慰霊記念碑」

平和の森

陸軍用地標石

陸軍稲付射場跡

陸軍兵器補給廠跡

軍用貨物線の姥ケ橋トンネル跡

須賀線跡

豊島ドック跡

軍用貨物線跨線橋跡

東京第一陸軍造兵廠旧254号棟
東京第一陸軍
造兵廠外壁

平和祈念像

軍用貨物線の橋脚
陸軍用地標石

東京第一陸軍造兵廠
本部事務所

陸軍用地標石
憲兵の詰所 平和の女神像

陸軍用地標石

海軍用地標石

東京第一陸軍造兵廠旧275号棟


